

























































































































































































































































































































図5 アンケート回答者の年代 ※（ ）内は人数
図6 アンケート回答者の性別 ※（ ）内は人数
質問1 新潟に行ったことがありますか？ ある方はどこの地
域（市町村）ですか？（複数回答可）
質問2 今回の展示をご覧になる前の新潟市，佐渡市，村上市
をイメージするキーワードを書いてください。いくつ
でもかまいません。
質問3 今回の展示についての感想をご記入ください。
質問4 最近，いろんな地域で地域活性などのまちづくりを目
的としたイベントが行われていますが，行ったことは
ありますか？ または行ってみたいと思いますか？
質問5 質問4のようなイベントにボランティアなどで運営等
に参加したことはありますか？ また参加してみたい
と思いますか？
質問6 これまで参加した（行った）まちづくりのイベントで
印象に残ったイベントはありましたか？ またそれは
どのようなイベントだったか教えてください。※ある
場合のみ回答してください。
質問7 あなたの住んでいる「まち」，またはこれまでに住ん
だことのある「まち」の自慢をしてください。
質問8 性別を教えてください。
質問9 年齢を教えてください。
図4 アンケート調査項目
図7 新潟に行った経験について（年代別）
図9 まちづくりのイベントでのボランティア経験について
（年代別）
図8 まちづくりのイベントへの参加について（年代別）
固定的なイメージに変化をもたらすものを企画することが
効果的ではないかと考える。今回の展示を見た後でのイメ
ージの変化については，具体的な回答はなかったものの，
「新潟に行ってみたくなった」というコメントなど好意的
な評価を得ることができた。
次に③について，イベントに行ったことがあるかという
質問に対し，年代別にみると，30～40代で「行ったこと
がある」と回答した人の割合が多く，また母数が少ないた
め断定できないが，50代以上も多かった。一方で10～20
代ではやや少なかったが，「行ってみたい」と回答した人
が50～60％と多く，若い世代でまちづくりのイベントに
興味を持っている人が多いことが分かる（図8）。この結果
は，まちづくりのイベントにボランティアとして参加した
ことがあるかという質問に対しても同じような結果が得ら
れた（図9）。ボランティアとして参加したことがある人は
全体的にみても少なかったが，10～20代では約半数が
「ボランティアとして参加してみたい」と回答している。
以上の結果から，これまで，まちづくりのイベントは主に
40代以上を対象に行われている傾向にあったが今後，若
い世代を対象としたイベントを企画することが重要である
と考えられる。またボランティア活動に対しても関心が高
いという結果が得られたことから，ボランティア教育を充
実させることが今後のまちづくりの取り組みに効果的なの
ではないかと考えられる。
最後に④については自慢したいまちについての質問を行
ったが，回答者の6割が地域名を挙げていることから，自
分の住むまちに関心を持っていることが分かる。またその
理由として，「住みやすさ」や「人とのつながり」，また自
然の豊かさやその街のシンボルを挙げている人が多かった。
アンケートの調査項目については検討する必要があるが，
今後も調査を続け，経年変化を見て今後の企画運営に活
かしていきたいと考えている。
また，今回アンケートの回答者に協会から提供されたチ
ューリップの球根を配布した。配布の際には新潟，佐渡，
村上のアイコンをデザインしたパッケージにプロジェクト
の活動概要を紹介したリーフレットも同封した（写真13）。
7.まとめと今後の取り組み
今回の学園祭でのイベントについて，アンケート結果を
みると来場者からは高評価を得ることができた。また，協
会担当者からの評価に関しては，来場者に対する学生の的
確な対応やイベントの完成度について評価を得た。さらに
実際に新潟でも同じ内容でインスタレーションを行っては
どうかとの提案があった。このことは，本プロジェクトへ
の取り組みの成果が良い方向に向かっていることの表れで
はないかと考えている。
平成20年度の活動と大きく違った点はやはり現地での
活動経験である。学生も積極的に現地でのボランティア活
動に参加し，地元の人たちとの交流から今まで知らなかっ
た新潟，佐渡，村上について理解を深め，自分たちなりの
解釈ができたのではないかと考える。それを第三者に伝え
る表現方法について，まず初めに学生だけで行ったブレイ
ンストーミングからある程度方向性が決まった後，さらに
ディスカッションを繰り返し，教員もそこに加わりサポー
トする体制で活動を進める方法は，学生全体がイベントの
イメージを明確に共有することができたことから，効果的
なプロセスであったと考える。
展示の空間構成，デザインについては，それぞれ意味を
もった2つのvolumeを象徴的に配置し，全体的なイメー
ジを，白で統一した空間に映像と光を効果的に使って表現
したことで印象的な空間が出来上がった。特に，来場者が
展示された作品を観るだけではなく，空間に対して，アク
ションを起こせる仕掛けを構成できた。これは，学生の体
験や経験が活かされた展示方法でもあり，来場者の評価へ
もげることができたと考えられる。開催時の運営につい
ても，来場者に対し空間コンセプトや新潟，佐渡，村上で
の自分たちの経験などの説明をしながら積極的にコミュニ
ケーションを取っていたことも評価できる。また，展示の
コンセプトについて最初はただ言葉だけで説明していたが，
次第に自らパネルを手に取り，アクションを起こしながら
説明する姿が見られた。これによりコンセプトをより明確
に来場者に伝えることができ，さらに来場者も参加しやす
い雰囲気作りができたことは評価できる。
教員側で学生の中にリーダー的存在が生まれるようにサ
ポートをしたが，実際に，ディスカッションを行う中で，
リーダー的な存在が生まれ，学生個々の得意分野での分担
作業を統括し，活動全体が円滑に進められた。これは，最
終的に冊子を作成する段階でも同じような体制で行われ，
さらにスムーズに作業が進み，教育的な面でも効果があっ
たのではないかと思う。また，冊子の制作については，活
動を終えた後で，あらためてテキストにまとめ，編集する
作業をすることにより，学生の中で新潟，佐渡，村上に対
する知識やイメージがより明確になった。学園祭では空間
のデザインを行い，冊子制作では印刷物としてのデザイン
作業を進める過程で，企画や全体的な構成をまとめる力の
スキルと，パソコンでのデザイン作業や編集作業のスキル
が確実に向上したことなど，今回のイベント活動に取り組
んだことによる効果がみられた。
前回の秋桜祭でイベントを行った際，来場者からの評価
や感想を聞く機会を設けず，次の活動へのフィードバック
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ができなかったことを反省点として挙げていた。今回，来
場者へのアンケート調査から，イベントの感想や特に対象
としていた若い世代へのイベントの効果や各地域で行われ
ているまちづくりイベントに対する関心など，本プロジェ
クトの今後の活動に活かせる結果が得られたことは成果で
あったといえる。アンケート項目については今後検討する必
要はあるが，今回のアンケート調査の結果を踏まえ，さら
に本プロジェクトのPR活動，デザイン活動に関する調査
項目の充実なども含めて検討していきたいと考えている。
また集計方法についても今回は試行的なものとして全体的
な傾向を把握する単純集計としたが，今後は今回のデータ
も利用しながら，様々な集計，分析方法に取り組む予定で
ある。アンケート調査を続けることでこれからの活動に活
かしていきたいと考えている。
平成21年度の活動を終え，3地域の現状と諸問題に対
する解決策についての提案はまだできていないが，学園祭
でのPRイベントを行ったことで，若い世代を中心とした
来場者に学生が現地で得た経験から表現された各地域の魅
力を伝えることができたのではないかと考えている。平成
22年度も引き続き，新潟，佐渡，村上で行われる企画や
イベントに参加し，地元の人たちとの交流を深めるなど，
積極的に取り組みながら，解決策をみつけて行きたいと考
えている。本プロジェクトに取り組むことで，本学科の学
生の特質を活かして取り組む空間やモノのデザインの企画，
立案などに対し，各地域での新たな実践環境を拡げること
ができるのではないかと考えている。また，本プロジェク
トは平成21年度に新設されたデザインプロデュースコー
スの目指す多様なデザイン領域をカバーしたデザインの企
画立案に必要な企画力，プレゼンテーション能力を習得
し，実践することができる場でもあると考えており，今後
も活動に取り組みたいと考えている。
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